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投票日5 月18 日 即 日 開 票

選

ぼ

う
よ
!

明
日
の
あ
だ
ち
を拓

く
ひ
と

5
日
膤
日
は
足
立
区
議
§
議
員
・
足
立
区
'
-
。
選
挙
の
投
票

日
で
す
。
駘
忿
ち
に
と
つ
て
、
も
つ
と
も
身
近
な
選
挙
で
す
。

嘔
ず
投
票
し
ま
し
よ
う
。

選
挙
公
報
は
、
5
日
s
日
の
新
聞
に
折
り
込
む
ほ
が
、
区

§
事
務
所
な
ど
の
区
内
各
施
設
で
も
配
布
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
方
は
次
の
条
件
を

す
べ
て
備
え
て
い
る
方
で
す

□
日
本
国
民
で
、
年
齢
が
満
2
0歳
以
上
で
あ
る
(
昭
和
5
8
　

年
5
月
1
9日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
)

□
2
月
1
0日
ま
で
に
区
へ
転
入
の
届
出
を
済
ま
せ
て
い
る

□
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
区
内
に
住
ん
で
い
る

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
で
は
、
投
票
し
よ
う
と
す

る
方
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
こ
の
確
認
作
業
を
正
確
か
つ
円

滑
に
行
う
た
め
に
交
付
し
て
い
る
の

が
投
票
所
入
場
整
理
券
で
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
を
5
月
1
0日

ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。
こ
れ
は
持
参

し
な
い
と
投
票
が
で
き
な
い
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
本
人
と
確
認
で

き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
棄
権
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
区
内
で
転
居
し
た
方
…
4
月
2
9日

以
降
に
届
け
出
を
し
た
方
は
旧
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い

不
在
者
投
票
は

5
月
1
1
日
～
1
7
日

投
票
日
当
日
に
用
事
が
あ
る
見
込

み
の
方
は
、
5
月
‥
H
日
～
1
7
日
の
問
、

区
内
6
ヵ
所
で
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
(
表
1
)
。

投
票
所
が
変
更
に
な
っ

た
地
域
が
あ
り
ま
す

4
月
の
都
知
事
選
挙
か
ら
投
票
所

が
変
更
に
な
っ
た
地
域
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
地
域
(
表
2
)
の
方

は
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

投票は午前7 時から
午後8 時まで

▲ 明るい選挙推進協会
イメージキャラクター
選挙のめいすいくん

表1　 不在者投票場所・受付時間一覧

ハガキ(投票入場整理券)の開け方
①まず表からはがし
ます

②つぎに裏をはがし
ます

③それぞれの整理券
をハサミで切り離
します

表2　 投票所変更地域一覧

お
問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会
へ

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

※
投
票
日
当
日

の
投
・
開
票

の
経

過
・
結
果
を
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i

.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

今号の主な内容
2
・
3
面
　
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
あ
だ
ち
2
1
/
住
基

ネ
ッ
ト
/
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に

4
・
5
面
　
新
し
い
幼
児
教
育
の
充
実
に
向
け
て
/
児
童

館
で
遊
ぼ
う
/
日
暮
里
・
舎
人
線

6
・
7
面
　
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

て
る
丸
く
ん
通
信

8
面
　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ

だ
ち

区長へのファクス

FAX3880- 5678
回答しますので、氏名・
連絡先を記入して
ください

春
の
行
政
相
談
週
間

毎

日

の
暮

ら
し

の
中

で

、
国

な
ど

の
仕
事

に
対

し

、
意
見

や
苦

情

、
要

望

が

あ
り
ま

せ

ん
か

。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、行
政
と

住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「行
政
相
談
委

員
」(
表
3
)
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。期
間
=
5
月
1
9
日
～
2
5
日

内

容
=

国

の
行
政

全
般
(

年
金

、
道

路

・
河

川

、
郵
便

、
登
記

、
福

祉

な

ど
)

に
関
す

る
意
見

や
苦
情

、
要

望

に

つ
い
て

費
用
=

無

料

申

込
=

電

話

申

・
問
先
=

広

聴
相

談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
「
行
政

苦
情
1
1
0番

」(
東
京
行

政

評

価
事

務

所
)

豐
(
3
3
6
3
)
1
1
0
0
　
　
　

隰
(
5
3
3
1
)
1
7
6
1
1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p
/

▽
東
京
総
合
行
政
相
談
所
(
西
武
百

貨
店
池
袋
店
7
階
、
休
業
日
を
除
く

毎
日
受
け
付
け
)

啻
(
3
9
8
7
)
0
2
2
Q

り

表3　 行政相談委員一覧

◎ 区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ　
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保

健

福

祉

ガ
イ

ド

定員に先着順
とあるものは
5 月13 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111 ㈹

凡
例

□ 申込 … 申し 込み方法

□ 期限 … 申し込み期限

□ 場・申 ・問先 … 場所・
申し込み先 ・問い合わせ先

□ 費 用の記載がな いも のは無料

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
※
祝
日
を
除
く

実
施
場
所
=
公
立
・
私
立
保
育
園
全

園

対
象
=
育
児
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
(
保
育
園
に

通
っ
て
い
る
家
庭
に
限
り
ま
せ
ん
)

相
談
方
法
=
電
話
ま
た
は
面
接

※

経
験
豊
か
な
公
・
私
立
保
育
園
の
職

員
が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
厳
守

問

先
=
保
育
課
保
育
指
導

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

健
や
か
親
子
相
談

育
児
不
安
が
一
番
強
く
な
り
や
す

い
時
期
を
、
相
談
や
お
し
ゃ
べ
り
を

と
お
し
て
育
児
知
識
を
身
に
つ
け
な

が
ら
、
友
達
も
作
っ
て
ス
ト
レ
ス
な

く
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
場
所
=

住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
対
象
=
生
後

1
～
2
ヵ
月
児
の
お
母
さ
ん
申
・

問
先
=
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
I
)

表1　 保健総合センター一覧児
童
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
な
い
方
へ

1
4年
度
、
所
得
超
過
な
ど
で
児
童

手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
、

所
得
が
変
わ
っ
た
り
、
保
護
者
の
加

入
年
金
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
(
国

民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
へ
)
、受
給
可

能
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
6
月
は
所
得
判
定
年
度
の
切

り
替
え
月
で
す
。
6
月
支
給
開
始
の

た
め
に
は
、
5
月
中
の
申
請
が
必
要

で
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。
対
象
=
区
内
に
住
所

を
有
し
、
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
保
護
者
で
、
所
得
制
限
内
の

方
(
表
3
)

認
定
請
求
に
必
要
な
も

の
=
①
請
求
者
名
義
の
都
内
金
融
機

関
の
普
通
預
金
の
通
帳
(
郵
便
局
を

除
く
)

②
年
金
の
加
入
状
況
が
確

認
で
き
る
も
の
(
年
金
手
帳
)

③
印

鑑
(
朱
肉
の
つ
く
も
の
)

④
健
康
保

険
証
(
生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
不

要
)

⑤
1
5年
1
月
2
日
以
降
に
区

内
へ
転
入
し
た
方
が
請
求
す
る
場
合

に
は
、
1
4年
1
月
1
日
現
在
の
住
所

地
で
発
行
さ
れ
た
1
5年
度
所
得
証
明

書
(
児
童
手
当
用
)

申
先
=
表
2

問
先
=
児
童
給
付
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

表2　 児童手当申請先一覧

※ 中部福祉事務所では受け付けていません

表3　15 年度所得制限限度額

※ 源泉徴収票が発行されている方は、源泉徴収票の給与所得控除後の欄に
記載されている金額を、自営業者の方で確定申告された方は総所得金額
を参照してください
※ 扶養親族の4 人目以降は、1人増えるごとに38万 円が所得限度額に加算
されます( 扶 養親族等が老人扶養親族であるときは、44万円を加算)
※ 所得から控除する額 …一律控除8 万円のほか、勤労学生/ 寡婦一般
/ 寡夫/ 障害者/ 特別障害者/ 寡婦特別/ 老年者/ 雑損/ 医療費/ 小規
模企業共済等掛金を控除します

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
育
成
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
覯
家
庭
な
ど
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
状
況
に
よ
り
申
請
に
必

要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
内
容
等
=

表
4

申
・
問
先
=
家
庭
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

表4　 児童育成手当・児童扶養手当一覧

※ 各手当それぞれに所得制限があります。児童扶養手当では、母親および
児童がその監護する児童の父から、その児童について扶養するための費
用( 養育費) として受け取る金品などにつき、その80% を所得とします

※ 児童が児童福祉施設などに入所している場合は対象になりません

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

制
度
が
ス
タ
ー
卜
し
ま
す

保
護
者
の
方
が
一
時
的
に
お
子
さ

ん
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
、
家
族
に
代
わ
っ
て
区
内
の

施
設
で
養
育
し
ま
す
。
場
所
=
社

会
福
祉
法
人
友
興
会
児
童
養
護
施
設

「
ク
リ
ス
マ
ス
ーヴ
イ
レ
ッ
ジ
」
(
西

新
井
本
町
4
-
1
3
-
1
6
)
対
象
=

区
内
に
居
住
す
る
I
歳
6
ヵ
月
以
上
1
2

歳
以
下
の
児
童

要
件
=
保
護
者

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

…
①
疾
病
・
出
産
な
ど
で
入
院
す
る

場
合

②
家
族
の
疾
病
な
ど
に
よ
り

そ
の
介
護
に
従
事
す
る
場
合

③
事

故
・
災
害
に
あ
っ
た
場
合

期
間
=

原
則
と
し
て
I
回
に
つ
き
6
泊
7
日

以
内

保
護
の
内
容
=
食
事
そ
の
ほ

か
身
の
周
り
の
世
話
/
学
習
指
導

定
員
=
1
日
3
人

※
施
設
の
総
枠

で
す

自
己
負
担
金
(
1
泊
1
人
分
)
=

▽
課
税
世
帯
…
3
千
円

▽
非
課

税
世
帯
・
:千
5
0
0円

▽
生
活
保
護
世

帯
・
:
6
0
0
円

申
先
=
子
育
て
推
進
係

ま
た
は
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

問
先
=
子
育
て
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6

戸
0

病
後
児
保
育
室
「
よ
う
せ
い
」

が
廃
止
に
な
り
ま
し
た

病
後
児
保
育
室
「
よ
う
せ
い
」
(保

木
間
1
-
3
7
-
2
0
)
は
事
業
者
の
都

合
に
よ
り
4
月
3
0日
で
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
あ
や
せ
保
育
園
の

病
後
児
保
育
室
は
引
き
続
き
利
用
で

き
ま
す
。
問
先
=
保
育
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

都
認
証
保
育
所
の
開
設
を

希
望
す
る
事
業
者
を
募
集

区
で
は
、
東
京
都
認
証
保
育
所
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
A
型
(
駅
前
基
本
型
)

お
よ
び
B
型
(
小
規
模
・
家
庭
的
保

育
所
)
の
認
証
保
育
所
を
1
0月
に
開

所
で
き
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

提
出
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
期
限
=
6
月
3
0

日

問
先
=
保
育
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

小
児
の
ぜ
ん
息
相
談
教
室

日
時
=
5
月
2
9
日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
区
役
所

対
象
=
区
内
在
住
の
ぜ
ん
息
児
お
よ

び
そ
の
家
族

内
容
=
小
児
科
医
に

お
け
る
講
演
「
小
児
の
ぜ
ん
息
相
談

教
室
」
/
質
疑
応
答

講
師
=
佐
藤

幸
子
氏
(
佐
藤
医
院
小
児
科
医
師
)

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

※
保
育
あ

り
(
事
前
に
電
話
予
約
)

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

子
ど
も
の
見
方
し
つ
け
方
パ
ー
ト
2

子
ど
も
と
の
関
わ
り
で
、
つ
い
感

情
的
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方

を
考
え
ま
す
。
日
時
=
5
月
2
8
日
　

、
午
前
1
0
時
～
正
午
内
容
=
講

演
「
子
育
て
み
ん
な
悩
ん
で
ま
す
」

講
師
=
市
川
奈
緒
子
氏
(
う
め
だ
・

あ
け
ぼ
の
学
園
)

定
員
=
5
0
大
(
先

着
順
)

※
保
育
あ
り
(
申
し
込
み
時

に
受
け
付
け
、先
着
3
0人
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

難
病
講
演
会
「
慢
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
の
治
療
と
日
常
生
活
」

日
時
=
5
月
2
9日

、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

対
象
=
慢
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
の
方
と
そ
の
家
族

講
師
=
谷

口
敦
夫
氏
(
東
京
女
子
医
科
大
学
付

属
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー

医
師
)
定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

g
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

肝
炎
講
演
会

「
C
型
肝
炎
の
最
新
治
療
」

C
型
肝
炎
は
慢
性
化
し
や
す
い
の

で
、
早
期
の
治
療
が
大
切
で
す
。
日

時
=
6
月
7
日
、
午
後
2
時
～
4

時

講
師
=
小
池
和
彦
氏
(
東
京
大

学
医
学
部
助
教
授
)

定
員
=
5
0
人

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・

申
・
問
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

網
膜
色
素
変
性
症
患

者
会
(
虹
の
会
)

「
同
じ
病
気
で
悩
ん
で
い
る
者
同

士
で
励
ま
す
会
を
作
り
た
い
」
と
い

う
呼
び
か
け
に
集
ま
り
、
活
動
し
て

い
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
抱
え

て
い
る
こ
と
を
話
し
た
り
、
仲
問
づ

く
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
5
月
3
1

日
、
午
後
1
時
～
4
時
場
所
=

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

健
康
づ
く
り
と
運
動

・

「
2
6
%
」

区
民
の
た
ば
こ
に
関
す
る
意
識
調

査
に
よ
る
と
3
3
%
が
喫
煙
者
(
妊
娠

中
:
1
2
%
、
2
0
～
3
9
歳
…
3
4
%
、
4
0
～

6
4歳
…
3
6
%
、
6
5歳
以
上
:
2
3
%
)

で
、
そ
の
う
ち
2
6
%の
方
が
禁
煙
を

希
望
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。健

康
あ
だ
ち
2
1の
取
り
組
み
と
し

て
、
禁
煙
希
望
者
向
け
に
区
独
自
の

禁
煙
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
三
度
の
メ
シ

よ
り
タ
バ
コ
が
好
き
」
を
作
成
し
て

応
援
し
て
い
ま
す
。
禁
煙
を
希
望
す

る
方
は
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
動
喫
煙
の
防
止

5
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
健
康

増
進
法
の
中
で
「
多
数
の
者
が
利
用

す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
こ
れ
ら

を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
受
動
喫
煙
の
防
止
が
管

理
者
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

区
も
公
共
施
設
の
分
煙
化
を
す
す

め
て
い
ま
す
。《

足
立
保
健
所
調
整
》
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思
春
期
家
族
講
演
会

日
時
=
5
月
3
0
日
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時
対
象
=
学
童
期
・
思
春

期
・
青
年
期
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族

講
師
=
松
田
仁
雄
氏
(
松
田
精
神
療

法
事
務
所
主
宰
)

内
容
=
「
思
春
期

の
子
育
て
と
己
(
こ
)
育
て
」
定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
6
月
4
日

・
1
1一日

、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
が
気

に
な
る
方

内
容
=
高
脂
血
症
と
は
/

あ
な
た
の
食
事
大
丈
夫
?
/

手
軽

に
で
き
る
運
動

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
5

月
1
2日
か
ら
電

話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

簡
単
・
お
い
し
い
・
ヘ
ル
シ
ー
な

料
理
を
出
前
教
室
で
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(
栄

養
改
善
推
進
員
)
と
一
緒
に
調
理
を

し
な
が
ら
、
食
生
活
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
す
。
日
時
・
場
所
=
相
談

に
よ
り
決
定

対
象
=
町
会
・
自
治

会
・
P
T
A

・
自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど

内
容
=
表
5

費
用
=
材
料
費
な
ど

実
費
負
担

申
・
問
先
=
東
和
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表5　 ふれあいクッキング

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

「
今
年
こ
そ
肥
満
解
消
」

日
時
=
5
月
2
0
日
・
2
7
日
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=

▽
1
日
目
…
太
り
に
く
い
食
べ
方
を

検
証
。
納
得
・
お
得
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

▽
2
日
目
・
:余
分
な
脂
肪
を
減
ら
す

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操

定
員
=
2
5

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
保
健
栄
養

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

「
食
物
せ
ん
い
を
た
っ
ぷ
り
と
る
法
」

日
時
=
5
月
3
0日

、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分
/
6
月
6
日

、
午

前
1
0時
～
正
午

対
象
上
咼
脂
血
症

や
便
秘
予
防
に
食
物
せ
ん
い
を
十
分

に
摂
り
た
い
方

内
容
=
足
り
て
い

ま
す
か
?
・

食
物
せ
ん
い
/
野
菜
1

日
に
3
5
0
gは
ど
の
く
ら
い
?
/
上
手

に
せ
ん
い
を
摂
る
コ
ツ
ノ
ー
日
に
何

を
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
か
/
気

軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定

員
=
2
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
-
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

足 立 の花 火 協 賛 金 募 集
・個人協賛金期間=5月8日～6月14日協賛金=1口
5, 000円 申込= 観光協会窓口/ 郵便振替(振替手数料は協
会負担) / 現金書留(必ず「花火大会協賛金」と朱書き) / 銀行
振込(振込手数料は振込者負担) ※ 協賛者の氏名を大会プ
ログラムに掲載し、観光協会会員席券を配布( 102 枚)
・ 企業・団体協賛金 協賛希望の企業・団体へ出張して説明
します。

- いずれも ー
申・問先= 足立区観光協会 〒120- 8510 中央本町1- 17- 103880- 5853

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り
(
2
日
制
)

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
若
い

と
き
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
日
時

=
表
6
対
象
=
1
8
～
3
9
歳
の
区
内

在
住
の
女
性

内
容
=
健
康
チ
ェ
ッ

ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
歯
周

病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度
測
定

等
)
/

健
康
教
室
/
保
健
、
栄
養
、

歯
科
に
つ
い
て
の
個
別
相
談

定
員
=

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
4
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
5

月
2
3日

申
先
=
各
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
(
表
6
)

問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
m
(本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

表6　 女性のための健康づくり日程等( 2 日制)

足
立
区
が
構
造
改
革

特
別
区
域
計
画
認
定
第
1
号
に

昨
年
6
月
に
国
が
構
造
改
革
特
区

の
導
入
を
決
定
し
て
以
降
、
足
立
区

で
は
、
1
次
、
2
次
と
提
案
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。こ
の
た
び
第
1
号
と

し
て
全
国
か
ら
5
7件
が
認
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
区
も
「
人
材
ビ
ジ
ネ

ス
を
活
用
し
た
雇
用
創
造
特
区
」
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
区
が
提
供
す
る
施
設
内

で
、
公
共
職
業
安
定
所
と
民
間
職
業

紹
介
事
業
者
が
共
同
で
職
業
紹
介
窓

口
を
設
置
し
、
区
民
の
雇
用
機
会
の

拡
大
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

4
月
2
1日
の
認
定
式
で
は
、
小
泉

首
相
か
ら
「
構
造
改
革
の
先
導
者
と

し
て
、
地
方
か
ら
国
を
変
え
る
原
動

力
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

問
先
=
政
策
課
政
策

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

小
泉
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
認
定
証

を
受
け
る
鈴
木
区
長

新
緑
の
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
時
等
=
表
7

集
合
=
区
役
所

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
ツ
ア
ー

名
、
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
観
光
・
交
流
会

員
か
一
般
の
別
、
参
加
世
帯
数
(
①

の
み
)
を
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4

人
ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ

キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
同
一
ツ

ア
ー
へ
の
重
複
申
し
込
み
は
無
効
。

当
選
者
に
は
後
日
、
振
込
用
紙
を
送

付

申
・
問
先
=
表
7

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
m
(本
町
1
-
1
7
-
I

表7　 新緑のツアー一覧

※ 費用には、食事代・保険代を含みます。図… 会員の方、參… 会員の家族の方、已)…一般( 区内在住) の方
※ 観光協会会員と区民交流協会会員は異なります。注意してください

住
基
ネ
ッ
ト

Q
&A

Q
昨
年
8
月
に
住
基
ネ
ッ
ト
が
開

始
さ
れ
、
私
に
も
区
役
所
か
ら

1
1ケ
タ
の
コ
ー
ド
番
号
を
知
ら
せ
る

通
知
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ

を
遊
び
に
来
て
い
た
近
所
の
人
に
見

ら
れ
た
よ
う
で
心
配
で
す
。こ
の
番

号
は
変
え
ら
れ
ま
す
か
?

A
コ
ー
ド
番
号
は
‥
1
1
1
1

一
ケ
タ
の
数
字

で
あ
る
た
め

、
自
分
に
つ
け
ら

れ
た
背
番
号
の
よ
う
に
感
じ
た
り
、

一
生
こ
の
番
号
と
付
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ

て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
番
号
は
、
区
役
所

内
部
の
事
務
を
効
率
化
す
る
た
め
の

も
の
で
、
皆
さ
ん
が
、
個
人
名
の
代

わ
り
に
こ
の
H
ヶ
夕
の
番
号
を
使
っ

て
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
請
求
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
番
号
は
申
請
に
よ
り

変
更
で
き
ま
す
。
あ
く
ま
で
個
人
情

報
で
す
か
ら
、
本
人
が
申
請
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
が
、
変
更
に
特
別
な

理
由
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
身
元
を

証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
し
、
近
く

の
区
民
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
記
録
係

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
が
便
利
に

6
月
か
ら
、
都
に
お
い
て
も
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
に
住
民
票
を
添
付
す
る

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
で
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
書
に
は
、
コ

ー
ド
番
号
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り
ま

す
の
で
、
分
か
る
場
合
は
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
コ
ー
ド
番
号
が
記
入
で

き
な
く
て
も
、手
続
き
は
で
き
ま
す
。

問
先
=
パ
ス
ポ
ー
ト
電
話
案
内
セ
ン

タ
1

啻
(
5
9
0
8
)
0
4
0
0

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
1
)

大
正
1
0
(
1
9
2
1
)

年
の
内
務

省
調
査
に
よ
る
と
、
東
京
府
内
の
被

差
別
部
落
は
、
4
6地
区
、
千
6
5
1戸
、
7

千
6
5
8人
。
ま
た
、
昭
和
1
0
(
1
9
3
5
)

年
の
財
団
法
人
中
央
融
和
事

業
協
会
の
調
査
で
は
、
2
0地
区

、
千
3
7
8

戸
、
7
千
2
4
8人と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
5
3
(
1
9
7
8
)

年
の
東
京
都
同
和
問
題
懇
談

会
答
申
で
は
、「
歴
史
的
に
か
つ
て
存

在
し
た
同
和
地
区
も
現
在
で
は
、
旧

態
の
ま
ま
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

少
な
く
、
関
東
大
震
災
や
戦
災
等
に

よ
っ
て
形
態
が
崩
壊
・
変
化
し
」、
さ

ら
に
は
、
戦
後
の
東
京
へ
の
人
口
集

中
に
よ
り
「
混
在
化
か
す
す
ん
で
、

明
確
な
把
握
が
極
め
て
困
難
」
に
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
明
確
な
把
握
が
極
め

て
困
難
だ
と
は
い
え
、
都
内
の
一
部

に
は
、
歴
史
的
社
会
的
沿
革
か
ら
同

和
問
題
を
内
包
し
て
い
る
地
域
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、

東
京
へ
の
人
口
集
中
が
進
み
、
他
府

県
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
々
の
中
に

は
、
同
和
地
区
出
身
の
人
も
少
な
く

な
い
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で
様

々
な
人
々
と
交
流
を
し
な
が
ら
生
き

て
い
ま
す
。

出
身
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
個
人

の
人
間
と
し
て
、
お
互
い
が
認
め
合

い
尊
重
で
き
る
社
会
を
築
く
こ
と
が

全
人
類
の
願
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
人
権
や
同
和
問

題
に
関
心
を
も
ち
、
差
別
を
見
抜
く

力
を
身
に
つ
け
、
行
動
に
結
び
つ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
権
・
同
和

係
へ
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一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
、心
豊
か
な
足
立
の
子

新
し
い

幼
児
教
育
の
充
実
に

向
け

て

幼
児
期
は
、
人
間
形
成
の
蟇
堤
が
培
わ
れ
る
大
切
な
時
期
で
す
。
地
域
社
会
の
中
で
、

保
育
園
・
幼
稚
園
が
家
庭
と
の
連
携
を
深
め
、
幼
児
-
人
ひ
と
り
の
望
ま
し
い
発
達
を
促

す
た
め
、区
で
は
、保
育
環
境
の
整
備
を
重
視
し
た
幼
児
教
育
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
幼
児
教
音
糒
圓
ヲ
囗
グ
ラ
ム
の
策
定
」
と
「
(仮
称
)
区
沚

幼
慄
園
の
諡
直
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

幼

児
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

乳
幼
児
の
教
育
を

総
合
的
か
つ
継
続
的

に
推
進

幼
児
教
育
の
振
興
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
に
展
開
し
、
効
果
的
な
推

進
を
図
る
た
め
に
、「
あ
だ
ち
幼
児
教

育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

1
4年
1
0月
に
、学
識
経
験
者
や
公
・

私
立
保
育
園
、
幼
稚
園
の
代
表
者
、

関
係
職
員
で
構
成
さ
れ
た
策
定
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
3
月
に
素
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

に
、
幼
稚
園
と
保
育
園
、
公
立
と
私

立
と
い
っ
た
枠
組
み
を
超
え
た
相
互

理
解
と
連
携
を
進
め
な
が
ら
、
保
育

環
境
の
整
備
や
保
育
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
あ
だ
ち
幼
児
教
育
振
興
プ
ロ
グ

ラ
ム
(
素
案
)
」
の
全
容
は
、幼
児
教

育
振
興
室
で
閲
覧
ま
た
は
、
区
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

あだち幼児教育振興プログラム基本構想

地域で子どもを育てる
環境づくり

育てたい幼児像
◆ 自分を大切に友達を大切にする子ども
◆ 物事に感動し豊かに表現する子ども
◆ 自分で考えて行動する子ども

幼児教育振興の三本柱

安心と喜びの子育てが
できる家庭教育支援

( 1) 子育ち、親育ちの場や機
会の提供

( 2) 保育園・幼稚園運営の弾
力化

( 3) 子育て情報の発信

特色を生かし、連携を重
視した保育内容・保育環
境の充実

( 1) 生きる力の基礎を培う保
育の充実

( 2) 保育者の資質の向上
( 3) 保育園・幼稚園の相互理

解と連携の推進
( 4) 保育園・幼稚園と小学校

の連携の推進
( 5) 施設設備の推進

「共育」に向けて、地域や
関係機関とのネットワ
ークの確立

( 1) 異年齢・異世代との交流
の推進

( 2) 地域資源の積極的な活用
( 3) 地域人材の協力体制づくり
( 4) 保育園・幼稚園からの子

育て支援ネットワークづ
くり

( 5) 開かれた保育園・幼稚園
づくり

執行体制の整備
1. 幼児教育連絡協議会の設置
◎ 区の幼児教育に関する協議と課題解決のための定例会議の開催
2. 区役所各「子ども施策」関連組織との連絡会の設置
◎ 教育・福祉・地域振興・保健などの施策の積極的な推進
3. 幼児教育振興プログラム実践園として「( 仮称) 区立幼保園」(幼児教育センター機能を含む)
の設立

幼
児
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

基
本
的
な
視
点

基
本
理
念
は

幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い

生
活
を
つ
く
る

そ
の
た
め
の
幼
児
教
育

4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
存
在
感
・
信
頼
感
を
し
っ
か

り
つ
く
る

O
自
分
か
ら
し
よ
う
と
す
る
意

欲
を
育
て
る

O
相
手
と
や
り
取
り
す
る
相
互

性
の
力
を
育
て
る

◎
自
分
が
で
き
る
と
い
う
自
我

の
感
覚
を
育
て
る

「
(仮称
)区
立
幼
保
園
」の
設置

新
し
い
タ
イ
プ
の

幼
児
教
育
施
設

「
幼
児
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

具
体
的
に
実
践
す
る
施
設
と
し
て
。

「
(
仮
称
)
区
立
幼
保
園
」
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。
同
園
は
、
区
民
の

ニ
ー
ズ
や
教
育
効
果
を
考
え
、
保
育

園
と
幼
稚
園
双
方
の
持
つ
機
能
(
擁

護
、
教
育
)
と
資
源
(
人
材
、
施
設
、

設
備
)
を
融
合
さ
せ
る
と
と
も
に
、

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
を
併
せ
持

つ
新
し
い
形
態
の
幼
児
教
育
施
設
で

す
。
大
谷
田
幼
稚
園
を
改
築
し
、
1
6

年
4
月
の
開
園
を
め
ざ
し
ま
す
。

同
園
の
施
設
内
容
や
入
園
募
集
に

つ
い
て
は
、
順
次

「
あ
だ
ち
広
報
」

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

「
(
仮
称
)
区
立
幼
保
園
」

の
設
置

め
ざ
す
ポ
イ
ン
ト
と

実
践
内
容

O
保
育
園
と
幼
稚
園
の
融
合
に

よ
る
幼
児
育
成
の
環
境
整
備

と
育
成
内
容
の
充
実

O
幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育

へ
の
滑
ら
か
な
移
行
や
接
続
O

幼
児
教
育
に
関
す
る
情
報
収

集
と
発
信

○
幼
児
教
育
研
修
会
や
共
同
研

究
・
開
発
事
業
の
開
催

O
子
育
て
広
場

O
子
育
て
相
談

問
先
=
幼
児
教
育
振
興
室

(
3
8
8
0
)
5
9
8
3

～午後6時まで開館しています～

児童館で遊ぼう!
児童館は、子どもの遊び場であり、また地域の子どもたちを育て
ていく大人の活動を支える場でもありますO
昨年からの「学校完全週5 日制」で、児童館は土曜日も朝から利
用できます。

開館時間=午前10時～午後6時( 4月～9月) ※ 10月から3月は
午後5 時まで 対象= 幼児( 保護者同伴) 、小・中学生、18歳まで
と子どもに関わる大人 休館日= 日・祝日、年末年始、館内整理
日 ※ 表1 で☆印の児童館と生活館は、月曜日も休館

表1　 児童館一覧

※ 西部・千住・中部・西保木間は児童館、桑
袋は集会所、東伊興は生活館、それ以外は
住区センタ一

児童館は遊びの玉手箱

広場で楽しく
様々な年齢の子どもたちが、

汗をいっぱいかいて遊びます。
卓球、S ヶ ン、輪投 げ、こまな
どを教え合い、技も心も元気印。

子育て中のお母さんの
憩いの場です

お母さんは子育てをとおして
の仲間づくり、子どもたちは集
団の中でいろいろな体験をして
楽しみます。※ 学校が休みの日
や放課後は、小・中学生の利用
が中心です

お
友
だ
ち
も
た
く

さ
ん
で
き
た
ね

作って遊ぼう
いろいろな材料や道具を自由
に使って工作ができますO 作る
楽しさを大切にしています。

障害のある子もない子も
一緒に遊ぼうよ
地域の遊び場として、親子は
もちろん、障害のある子もない
子も一緒に遊べます。千住、西
部、西保木間の各児童館では、
定期的に行っています。

▲ おいしいパンが焼けたかな! ?

地域を、人を再発見
おまつりや伝承遊びなどの行

事をとおして、幅広い世代の人々
と交流できます。地域の良さを発
見できる場にもなっています。

中・高校生もいきいき
中・高校生がほっとできる場

所を提供します。音楽活動や卓
球大会、ボランティア活動など
自分たちで考え実行し、楽しむ
ことができます。

児童館に関する問い合わせは
住区推進課指導相談係 　3880- 5868

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
ま
ち
へ

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

女
性
も
男
性
も
、一
人
の

人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
め
ざ
し
て

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
関
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
重
要
な
課
題
で
す
。こ
の
条
例
は
、

区
内
に
住
み
、
働
き
、
学
ぶ
人
す
べ

て
が
、
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
生

き
生
き
と
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
、
区
、
区
民
、
事
業
者
、
区
民

団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
、
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
、
根
拠
と
な
る
も

の
で
す
。

基
本
施
策
な
ど

・
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
的
取
り

扱
い
、
ド
メ
ス
テ
イ
ッ
ク

ー
バ
イ
オ

レ
ン
ス
や
児
童
虐
待
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
暴
力
と
セ
ク
シ
ユ
ア
ル

ー
(
ラ
ス

メ
ン
ト
を
禁
止
し
ま
す
。

・
公
衆
に
表
示
す
る
情
報

有
害
図
書
や
ピ
ン
ク
チ
ラ
シ
な
ど
、

不
特
定
多
数
の
人
に
対
し
、
女
性
へ
の

暴
力
や
過
度
に
性
的
な
表
現
を
行
う

こ
と
は
、慎
む
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

・
附
属
機
関
委
員
の
構
成

方
針
を
決
定
す
る
場
面
で
の
女
性

の
参
画
を
拡
大
す
る
た
め
、
区
政
に

関
す
る
審
議
会
な
ど
(
附
属
機
関
)

の
委
員
の
比
率
が
男
女
そ
れ
ぞ
れ
1
0

分
の
4
以
上
と
な
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
雇
用
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進

区
は
、
事
業
者
に
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
事

業
者
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
苦
情
処
理
と
相
談
へ
の
対
応

区
民
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
区
の
施
策
に
つ
い
て
苦
情
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。区
長
は
、
申
し

出
に
つ
い
て
苦
情
処
理
委
員
に
意
見
を

求
め
、
適
切
に
対
応
、
処
理
し
ま
す
。

ま
た
、
私
人
間
の
人
権
侵
害
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。区
長
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。
※
条

例
に
基
づ
い
た
苦
情
の
申
し
出
な
ど

は
、
秋
以
降
に
受
け
付
け
ま
す

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
施
策
の
進
ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て
審
議
し
、
意
見
を
述

べ
る
機
関
と
し
て
、「
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
委

員
数
は
1
5人
と
し
、
う
ち
4
人
を
公

募
し
ま
す
。
対
象
=
2
0
歳
以
上
で

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

任

期
=
2
年

内
容
=
会
議
を
年
4
回

(予
定
)

報
酬
=
会
議
1
回
に
つ

き
7
千
円

選
考
方
法
=
論
文
審
査

と
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
決
定

論

文
課
題
=

「
男
女
共
同
参
画
条
例
を

生
か
す
た
め
に
、
私
が
区
に
求
め
る

こ
と
」
(
8
0
0
字
程
度
)

※
応
募
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
募
集
案
内
・
申

込
書
は
男
女
参
画
プ
ラ
ザ
、
区
政
情

報
室
で
配
布

申
込
=
持
参
(
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
)
、
郵
送

期
限
=
6

月
1
6囗
(
郵
送
の
場
合
は
消
印
有

効
)

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

女
性
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

「
自
分
を
拓
く
、自
分
が
光
る
」

日
程
等
=
表
2

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
男
女

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

、
E

メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
明
記

※
保
育
あ
り
(
6

ヵ
月
以
上
就
学
前

、定
員
1
5
人
)
。
希

望
者
は
、
お
子
さ
ん
の
氏
名

、
生
年

月
日

、
性
別
も
明
記

期
限
=
5

月
3
0

日
(
必
着
)

場
・
申
-

問
先
=

男

女
参
画
プ
ラ
ザ

〒
1
2
3・
0
8
5
1

梅
Ⅲ
7
-
3
3
-
1

日
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表2　 コミュニケーションスキルアップ講座日程

※ いずれも水曜日、午後7時～9時

男
女
共
同
参
画
週
間
記
念

「
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
寸
劇
で
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
身
近
な
問
題
を

提
起
し
、
講
師
が
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。
日
時
=
6
月
2
1
日
、

午
後
1
時
～
3
時
場
所
=
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
講
師
=
中
下
裕
子
氏
　

(
弁
護
士
)
※
保
育
あ
り
(
6
ヵ
月
～

就
学
前
ま
で
)

問
先
=
男
女
参

画
プ
ラ
ザ日

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

新
交通

システ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

隅
田
川
橋
り
ょ
う
の
特
徴

(仮
称
)
足
立
小
台
駅
の
主
構
造
の

建
設
が
完
了
し
た
た
め
、
隅
田
川
橋

り
ょ
う
の
桁
の
製
作
・
架
設
工
事
の

発
注
を
今
年
度
に
行
い
ま
す
。
隅
田

川
の
桁
架
設
は
、
1
5年
秋
か
ら
1
6年

春
に
施
行
す
る
荒
川
橋
り
ょ
う
の
桁

架
設
工
事
後
、
1
6年
秋
か
ら
1
7年
春

に
か
け
て
の
渇
水
期
に
行
い
ま
す
。

隅
田
川
橋
り
ょ
う
の
桁
架
設
工
事

の
特
徴
は
、
中
央
径
間
の
大
部
分
の

桁
を
I
括
衝
り
上
げ
架
設
で
行
う
こ

と
で
す
。
工
場
で
組
み
立
て
ら
れ
た

桁
を
台
船
に
乗
せ
、
架
設
箇
所
ま
で

運
搬
し
ま
す
。
橋
桁
は
重
量
1
8
9
t、

長
さ
約
3
6
m
に
な
り
ま
す
。
運
ば
れ

た
桁
は
、
既
に
架
設
さ
れ
て
い
る
桁

に
据
え
付
け
ら
れ
た
巻
き
上
げ
機

で
、
台
船
か
ら
吊
り
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
工
法
を
採
る
こ
と
に

よ
り
、
舟
運
に
対
す
る
影
響
を
少
な

く
し
、
工
事
費
の
節
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
先
=
都
市
交
通
課
口
暮
里
・
舎
人

線
推
進
係日

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

□ ドメスティック・バイオレンス… 配偶者などから受ける暴力
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
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凡
例

□ 申 込 … 申 し 込 み 方法

□ 期 限 … 申し 込 み 期 限

□ 場 ・申 ・問 先 … 場 所 ・

申し込 み 先 ・ 問 い 合 わ せ先

□ 費用 の 記載 のな い も のは無 料

公
認
私
立
幼
稚
園
な
ど
の

園
児
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

=
区
内
在
住
の
満
3
～
5
歳
児
(
9

年
4
月
2
日
～
1
2
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
園
児
。
ま
た
、
1
2年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
の
園
児
は
満
3
歳
の
誕

生
月
か
ら
)
を
幼
稚
園
へ
通
園
さ
せ

て
い
る
保
護
者

申
込
=

▽
区
内
幼

稚
園
在
籍
…
各
幼
稚
園

▽
区
外
の

幼
稚
園
在
籍
…
通
園
し
て
い
る
幼
稚

園
ま
た
は
学
務
課

※
申
請
書
は
各

私
立
幼
稚
園
ま
た
は
学
務
課
で
配
付

し
ま
す

補
助
金
額
=

▽
保
育
料
補

助
金
・
:市
区
町
村
民
税
所
得
割
課
税

猴
に
よ
り
算
出

▽
入
園
補
助
金
…
3

万
円

問
先
=
学
務
課
助
成
係
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

国
民
健
康
保
険
証
に
つ
い
て

・
国
保

菌
・
酋
の
保
険
証

家
族
が
区
外
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
場
合
で
も
、
足
立
区
の
国
民
健

康
保
険
証
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
菌
(
学
生
用
)
の
保
険
証
・
:世
帯

主
が
生
活
費
な
ど
を
援
助
し
て
い
る

子
ど
も
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就

学
す
る
場
合

▽
⑩
(
遠
隔
地
用
)

の
保
険
証
…
区
外
の
施
設
な
ど
に
入

所
す
る
場
合

臺
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
「
世
帯

主
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

世
帯
主
が
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
で
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
(
被
保
険
者
)

が
い
る
と
、
保
険
証
で
は
「
被
保
険

者
で
な
い
世
帯
主
」
(
以
下
、「
擬
制

世
帯
主
」
)
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
出
に
よ
り
被
保
険
者
が
国
民
健

康
保
険
制
度
上
の
世
帯
主
(
以
下
。

「
国
保
主
」
)
に
変
更
で
き
ま
す
。

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
擬

制
世
帯
主
の
方
・
:現
在
、
擬
制
世
帯

で
あ
り
国
保
主
へ
の
変
更
を
希
望
し

て
い
る
/
擬
制
世
帯
主
の
同
意
が
得

ら
れ
る
/
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
/

国
保
主
に
変
更
し
た
後
も
国
民
健

康
保
険
料
の
納
付
が
確
実
で
あ
り
、

各
種
届
け
出
を
確
実
に
行
え
る
こ
と

な
ど
、
国
民
健
康
保
険
運
営
上
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
/
⑨
・
⑩
証

の
交
付
を
う
け
て
い
る
者
を
国
保
主

と
す
る
届
け
出
で
な
い

な
お
、
住
民
票
上
の
世
帯
主
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦

課
係
g
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

1
5年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
決
定
通
知
書
は

6
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
を
6
月
～
1
6
年

3
月
納
期
分
の
1
0回
に
分
け
て
納
付

し
て
く
だ
さ
い
(
4
月
・
5
月
の
納

付
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。

納
付
書
は
6
月
と
H
月
の
年
2
回

送
り
ま
す
。
口
座
振
替
を
す
る
世
帯

に
は
、
保
険
料
決
定
通
知
書
の
み
送

付
し
ま
す
。

第
1
回
目
の
納
期
限
は
6
月
3
0日

で
す
。
口
座
振
替
利
用
の
方
は
、
6

月
3
0日
に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
ま
す
。
問
先
=
こ
く
ほ
年
金

課
資
格
賦
課
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
所
を
退
職
し
て
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
、
厚
生
年
金
や
各

種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
7
5歳
未
満
の
方
と
そ
の
被
扶
養

者
の
方
は
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
へ

の
切
り
替
え
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
(
老
人
保
健
の
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
)
。

な
お
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
自

己
負
担
割
合
は
4
月
か
ら
3
歳
以
上
7
0

歳
未
満
の
方
は
、
外
来
・
入
院
と

も
に
3
割
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

申
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
ま
た
は
各
区

民
事
務
所

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課

資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

休
日
納
税
・
納
付
相
談

「
区
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」
「
介
護
保
険
料
」
の
休
日
相
談
を

行
い
ま
す
。
日
時
=
5
月
2
5
日
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
場
所
=
区

役
所

問
先
=
納
税
課
第
∇

二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

讐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

教
育
研
究
所

g
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室啻

(
3
8
3
8
)
3
5
8
Q

り

鹿
浜
分
室啻

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

・
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

啻
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

保
存
樹
木
・
樹
林
の

指
定
制
度

貴
重
な
緑
を
地
域
の
財
産
と
し
て

保
護
し
、次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

所
有
者
・
管
理
者
の
申
請
に
基
づ
き

保
存
樹
木
・
樹
林
の
指
定
を
し
て
い

ま
す
。
4
月
1
日
現
在
、
保
存
樹
木
3
9

種
6
8
8本
、
保
存
樹
林
5
ヵ
所
(
8

千
4
3
3㎡)
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
守
り
育
て
た
い
大
樹
・
樹

林
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
基
準
=

▽
樹
木

・
:樹
高
1
0
m以
上
、
地
上
口
m
で
幹

周
1
。
2
m以
上

▽
樹
林
・
:樹
木
の
集

団
が
占
め
る
面
積
が
3
0
0以
上

問

先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

燃
え
な
い
建
物
を

建
て
る
方
へ

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」の
一

環
と
し
て
、
大
地
震
時
の
火
災
に
対

し
、
安
全
な

「
避
難
路
」
や
「
延
焼

遮
断
帯
」
を
整
備
す
る
た
め
、
都
市

防
災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
助
成
期
間
中
、
不
燃
化
促
進

区
域
内
で
整
備
基
準
に
合
っ
た
一
定

規
模
以
上
の
不
燃
建
築
物
を
建
て
る

方
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
=

放
射
H

号
線
(
尾
久
橋
通

り
)
、
補
助
1
3
6号
線
関
原
・
梅
田
地
区

で
、
道
路
の
両
側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m

の
区
域

※
地
区
ご
と
に
助
成
す

る
期
間
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

問
先
=

建
築
防
災

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

・
介
護
保
険
施
設
で
食
費
負
担
額
が

減
額
さ
れ
て
い
る
方
へ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

健
施
設
、
療
養
病
床
な
ど
で
の
食
費

負
担
額
は
、
所
得
に
応
じ
て
減
額
さ

れ
ま
す
(
表
I
)
。
1
4年
度
減
額
認
定

さ
れ
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
、
5

月
3
1日
で
す
。
6
月
末
ま
で
に
更
新

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
5
月

下
旬
に
更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

・
家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ

ず
に
、
家
族
の
方
が
介
護
を
行
っ
た

場
合
に
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
=
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当

す
る
方
・
:要
介
護
4

、
5
に
認
定
さ

れ
て
い
る
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
方
/
要
介
護
者
本
人
お
よ
び
介
護

し
て
い
る
家
族
の
方
が
属
す
る
世
帯

で
い
ず
れ
も
が
住
民
税
非
課
税
の
世

帯
/
要
介
護
認
定
後
1
年
間
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
(
7
日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
利
用
は
除
く
)
/

長
期
入
院
(
3

ヵ
月
以
上
)
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

期
間
を
除
い
て
通
算
1
年
間
サ
ー
ビ

ス
利
用
せ
ず
、
家
族
の
方
が
介
護
し

て
い
る
方

支
給
額
=
年
額
1
0万
円

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

表1　 介護保険施設での食費負担額

空
き
地
を

所
有
し
て
い
る
方
へ

区
内
に
空
き
地
を
所
有
さ
れ
て
い

る
方
で
、
自
分
で
草
刈
り
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
草
刈
除
草
を
行
っ

て
い
ま
す
。
費
用
=

▽
刈
っ
た
草

を
搬
出
し
て
処
理
す
る
場
合
・
:
I

単
価
=
4
0
円
十
消
費
税

▽
刈
っ
た

草
を
そ
の
場
で
粉
砕
す
る
場
合
…
I
　

単
価
=
3
0円
十
消
費
税

問
先
=

水
と
緑
の
課
事
業
推
進

豐
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
小
企
業
相
談

中
小
企
業
の
経
営
に
関
す
る
相
談

や
、
新
規
に
創
業
す
る
方
の
相
談
な

ど
に
、
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を

持
つ
区
の
中
小
企
業
相
談
員
が
お
答

え
し
ま
す
。
日
時
=
月
曜
～
金
曜

日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
1
0時
～
午

後
4
時

申
込
=
電
話

※
中
小
企

業
融
資
に
関
す
る
相
談
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す

場
・
申
・
問
先
=

経
営
支
援
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
6

り
I

大
規
模
事
業
者
の
方
へ

再
利
用
計
画
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

区
で
は
、
延
床
面
積
3
千

以
上

の
事
業
用
大
規
模
建
築
物
の
所
有
者

(管
理
者
)
の
方
に
再
利
用
計
画
書

の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

再
利
用
計
画
書
と
は
前
年
度
の
ご

み
の
発
生
量
・
再
利
用
量
と
今
年
度

の
ご
み
の
発
生
予
測
量
・
再
利
用
計

画
量
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。
対
象

者
に
は
再
利
用
計
画
書
を
送
付
し
ま

し
た
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
廃
棄
物
管
理
責
任
者
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
も
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
期
限
=
5

月
1
5
日

※
お
手
元
に
書
類
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
足
立
東
清
掃
事
務
所

豐
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

豐
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

清
掃
課
業
務
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
0
2

入居者募 集
都
営
・
区
営
住
宅
(
家
族
向
け
)
、

区
営
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
(
6
5歳
以

上

、単
身
者
向
け
)

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=
5

月
2
2日
～
2
9日
(
土
・
日
曜
日
は

除
く
)

申
込
用
紙
配
布
場
所
=
住

宅
管
理
係
、
各
区
民
事
務
所
(
予
定

枚
数
に
達
し
次
第
配
付
終
了
)

※

募
集
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、「
申
込

用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
Q

り

「
R
(
リ
サ
イ
ク
ル
)
達

人
へ
の
道
」配
布
中

毎
日
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
リ
サ
イ

ク
ル
の
知
識
・
情
報
が
満
載
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
す
。
配
布
場
所
=
各

区
民
事
務
所
・
各
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー
・
区
政
情
報
室
・
あ
だ
ち
再
生
館

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
普
及
啓

発
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

お支払いは便利な
口 座 振 替 で

特別区民税・都民税、国民健康保険料、
介護保険料の支払いは、便利で安心な口座
振替をご利用ください。区内の金融機関・
郵便局に申込用紙があります。 問先= 納
税課収納係03880 ―5238
こくほ年金課収納管理係03880 ―5242
介護保険課収納管理係03880 一5744

軽自動車税の納税は
6 月2 日までに

4月1日現在、バイクや軽自動車な
どを所有している方へ、15年度の軽自
動車税納税通知書を5月9日に送付し
ました。早めにお近くの銀行、郵便局
および区役所、区民事務所の窓口で納
めてください。 問先= 軽自動車税
係03880 一5848

ポイ捨ては
やめましょう!

足立区まちをきれいにする条例
問先= 地域活動支援係

3880- 5856
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分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
相
談

ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
・
住
環
境
の

実
現
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。
日
時
=
毎
月
第
3
水

曜
日
、
午
後
2
時
～
4
時
※
第
1

回
目
は
5
月
2
1
H

場
所
=
区
役
所

対
象
=
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
/

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

内
容
=

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
よ
る
維
持

管
理
、
建
て
替
え
な
ど
の
専
門
相
談

申
込
=
電
話

期
限
=
相
談
日
前
日

ま
で

申
・
問
先
=
住
宅
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
Q

り

都
市
計
画
の
告
示

次
の
都
市
計
画
の
決
定
と
変
更
を

行
い
ま
し
た
。
内
容
=
▽
保
塚
町
地

区
地
区
計
画
の
決
定

区
域
・
:保
塚

町
地
内

▽
高
度
地
区
、
防
火
地
域

お
よ
び
準
防
火
地
域
、
用
途
地
域
の

変
更

区
域
…
保
塚
町
お
よ
び
関
原

一
丁
目
、
梅
田
丁

三
・
四
丁
目
各

地
内

-

い
ず
れ
も
I

告
示
日
=
3
月
3
1日

縦
覧
場
所
・

問
先
=
都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

用
途
地
域
等
改
正
素
案

の
意
見
・
要
望
を
募
集
中

あ
だ
ち
広
報
3
月
1
8日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
、
用
途
地
域
等
改
正
素
案

に
つ
い
て
の
意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
、

原
案
を
作
成
し
、
足
立
区
都
市
計
画

審
議
会
を
経
て
都
へ
原
案
を
提
出
し

ま
す
。
期
限
=
6
月
2
日

申
・
問

先
=
都
市
計
画
係

g
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

住
居
表
示
板
の
実
態
調
査

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、

街
区
表
示
板
と
家
屋
の
玄
関
な
ど
に

取
り
付
け
て
あ
る
町
名
・
住
居
番
号

表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
の
、

破
損
・
紛
失
な
ど
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
7
月
下
旬

ま
で
の
予
定
で
、
区
の
腕
章
を
付
け

た
委
託
業
者
が
行
い
ま
す
。
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
対
象
区
域
=
伊

興
一
～
五
丁
目
・
西
伊
興
一
～
四
丁

目

問
先
=
戸
籍
住
民
課
住
居
表
示

消
費
生
活
問
題
の

講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
2
0
人

以
上
)
内
容
=
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
、
訪
問
販
売
、
悪
質
商
法
の
手
口

と
予
防
な
ど
の
消
費
生
活
問
題
で
、

セ
ン
タ
ー
が
認
め
る
も
の
申
込
=

開
催
日
時
(
原
則
平
日
、
午
前
1
0
時
～

午
後
5
時
)
、場
所
、内
容
を
決
定

後
電
話

※
開
催
場
所
は
申
請
者
が

用
意
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

児
童
館
・
学
童
保
育
室

臨
時
職
員
登
録
者
募
集

対
象
=
6
0
歳
ま
で
の
方
内
容
=
区

内
児
童
館
・
学
童
保
育
室
補
助
業
務

勤
務
時
間
=
午
後
1
時
～
6
時
(
春
・

夏
・
冬
休
み
、
毎
週
土
曜
日
は
午
前

中
か
ら
の
勤
務
)

報
酬
=
時
給
7
9
0

円
(
午
後
5
時
以
降
は
8
9
0円)

登
録

期
間
=
1
年

申
・
問
先
=
事
業
調

整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
8

生
活
安
全
推
進
標
語
募
集

ひ
っ
た
く
り
・
ピ
ッ
キ
ン
グ
・
有

害
広
告
物
・
悪
質
商
法
・
放
火
な
ど
、

区
民
生
活
の
安
全
を
脅
か
す
身
近
な

犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。

区
内
で
は
1
4年
1
年
間
で
1
万
8

千
件
(
認
知
件
数
)
を
越
え
る
犯
罪

が
発
生
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
ひ

っ
た
く
り
と
放
火
の
発
生
件
数
は
2
3

区
で
最
悪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
昨
年
4
月
に
足
立
区
生

活
安
全
条
例
を
制
定
し
、
足
立
区
生

活
安
全
推
進
協
議
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
協
議
会
で
は
、
明
る
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
身
近
な
犯
罪
の
防
止
を
訴

え
る
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
マ
=
身
近
な
犯
罪
の
防

止

申
込
=
(

ガ
キ
に
標
語
(
I

点
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
5
月
3
0

日
(
必
着
)

※
応
募
作
品
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
未
発
表
作
品
に
限
る

発
表
=
6

月
下
旬
、
入
賞
者
に
直
接
通
知

奈
入
賞
1
0点
(
賞
状
と
記
念
品
)
、入

賞
作
品
の
権
利
は
区
に
属
し
、
応
募

作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

申
・
問

先
=
地
域
活
動
支
援
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

日
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

栽
培
講
習
会
参
加
者
募
集

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
」
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
一
環
と
し
て
、
花
の
栽
培
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
日
時
=
5
月
2
7

日
、
午
後
2
時
～
4
時
場
所
=

都
市
農
業
公
園

内
容
=
多
年
草
の

生
育
と
楽
し
み
方
(
講
習
)
/
多
年

草
の
寄
せ
植
え
(
実
習
)

※
鉢
植
え

は
持
ち
帰
れ
ま
す

対
象
=
区
内
に

在
住
・
在
勤
の
方

定
員
=
5
0
人
(
先

着
順
)

費
用
=
5
0
0円

申
込
=
電

話

期
限
=
5
月
1
9日

申
・
問
先
=

地
域
活
動
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

保
険
の
更
新

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険
は
、

毎
年
7
月
1
日
に
自
動
的
に
更
新
さ

れ
ま
す
。
団
体
の
代
表
者
が
変
更
し

て
い
る
場
合
は
、
代
表
者
変
更
届
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
新
規
加
入
も
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
・
問
先
=

生
涯
学
習
課
調
整
係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1
n

催
し
物
ガ
イ
ド
★

定員に先着順
とあるものは
5 月13 日

から受け付け

西
保
木
間
児
童
館

で
遊
ぼ
う

・
お
ば
け
や
し
き

日
時
=
5
月
2
3
日
、
午
後
3
時
～

5
時
4
5
分
/
5
月
2
4
日
、
午
前
1
0

時
3
0
分
～
H
時
3
0
分

・
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
5
月
2
4日

、
午
後
1
時
3
0

分

内
容
=
お
ば
け
ラ
ン
ド
で
遊
ぽ

I

い
ず
れ
も
I

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
幼
児

は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

啻
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

劇
団
公
演
「
と
ん
が
り

山
の
音
楽
会
」

日
時
=
5
月
2
4日

、
午
後
2
時

場
所
=
千
住
児
童
館

公
演
内
容
=

山
の
音
楽
舎
に
よ
る
歌
/
こ
と
ば
遊

び
/
お
は
な
し

※
幼
児
は
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

問
先
=
千

住
児
童
館
老
人
館

啻
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の

参
加
者
募
集

足
立
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

上
演
予
定
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
希
望
者
は
説
明
会
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日

時
=
5
月
2
8日

、
午
前
1
0時

場

所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
西
保
木
間
児
童
館

讐
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

足
立
区
文
化
団
体

連
合
会
の
催
し

・
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
5
月
2
3
日
、
午
後
O
時
2
5

分
～
1
時
場
所
=
区
役
所
1
階
区

民
ロ
ビ
ー

曲
名
=
五
重
奏
曲
/
こ

と
う
た
/
琴
姫
の
う
た

出
演
=
足

立
区
三
曲
協
会

文
団
連
セ
ミ
ナ
ー

加
盟
団
体
に
よ
る
舞
台
部
門
お
よ

び
展
示
部
門
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時
=
5
月
2
5
日
、
前
半
・
:
午
前

1
1
時
～
午
後
1
時
後
半
・
:
午
後
2

時
～
5
時
会
場
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

参
加
団
体
=
前
半
・
:日
本
舞

踊
、
民
謡
、
民
舞
、
舞
踊
芸
能

後

半
…
盆
景
、
さ
つ
き
、
園
芸
、
江
戸

友
禅

蚕
美
遊
展

団
体
の
合
同
展
示
で
す
。
日
程

等
=
▽
前
期
(
生
け
花
、
盆
景
、
園

芸
、
江
戸
友
禅
)
・
:
5
月
2
5
日
～
3
0

日
▽
後
期
(
俳
句
、
さ
つ
き
、
陶

芸
)
…
5
月
3
1
日
～
6
月
6
日
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
(
前

後
期
と
も
最
終
日
は
午
後
5
時
)

場
所
=
区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

ー

い
ず
れ
も
I

問
先
=
文
化
事
業
係

g
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
3
7回
足
立
区
展

入
選
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程
等
=

表
2

場
所
=
写
真
部

門
・
:区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
竹
の
塚
)

写
真
以
外
の
部
門
・
:こ
ど
も
科
学
館

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

問
先
=
文
化

事
業
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

表2　 部門・時間

※ いずれも時間は、午前10時～午後5時

て
る
丸
く
ん

通

信

第
2
回

明
治
時
代
、
千
住
大
橋
の
落
成
祝

い
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
足
立
の

花
火
の
始
ま
り
で
す
。そ
の
後
、荒
川

放
水
路
(
今
の
荒
川
)
が
開
削
さ
れ
、

大
正
1
3年
に
千
住
新
橋
の
開
通
を
記

念
し
て
行
わ
れ
た
の
が
「
第
1
回
千

住
の
花
火
」
で
す
。
数
年
の
間
続
き

ま
し
た
が
、
戦
争
の
影
響
で
昭
和
1
4

年
に
一
旦
中
断
さ
れ
ま
す
。

終
戦
後
の
昭
和
2
4年
に
足
立
の
花

火
が
復
活
。
仕
掛
け
3
0基
、
打
ち
上

げ
花
火
5
2
0
発
、人
出
は
約
6
0万
人
と

い
う
記
録
が
あ
り
、
戦
争
か
ら
立
ち

直
り
つ
つ
あ
る
人
々
の
心
に
活
力
を

与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、足
立
の
花

火
は
、
見
物
席
料
徴
収
な
ど
の
努
力

に
も
関
わ
ら
ず
、
環
境
・
経
済
の
変

動
に
と
も
な
い
、
昭
和
3
4年
に
再
度

中
止
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
翌
3
5年
か
ら
花
火
に
代
わ

る
、
区
民
の
楽
し
み
の
場
と
し
て
登

場
し
た
の
が
、「
足
立
区
民
芸
能
大

会
」で
す
。
最
初
は
荒
川
で
納
涼
を

目
的
に
行
わ
れ
、
民
謡
を
中
心
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
歌
謡
・

舞
踊
の
部
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
存
の
観
光
協
会
事
業
の
中
で

は
一
番
歴
史
が
長
く
、
今
年
は
第
4
7

回
大
会
を
6
月
7
日
に
行
い
ま
す
。

「
足
立
の
花
火
」の
そ
の
後
に
つ
い

て
は
、
次
回
の
お
楽
し
み
で
す
。
夏

が
待
て
ず
に
、
花
火
を
見
た
い
と
い

ケ
方
に
は
、
鹿
沼
市
さ
つ
き
祭
り
初

日
の
5
月
3
1日
に
花
火
大
会
が
あ
り

ま
す
。
一
足
早
い
夏
を
見
に
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
い
か
が
で
す
か
。

問
先
=
区
・
観
光
協
会
(
経
済
観
光

課
内
)
日
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

掲

示

板

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
=
5
月
3
1日
・
6
月
7
日
・
1
4

日
、
午
後
1
時
～
4
時

対
象
=
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
希
望
者

内
容
=
車
い
す
操
作
/

食
事
の
介
助
ほ
か

場
・
申
・
問

先
=
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
足
立
新

生
苑
g
(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

・
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お

早
め
に

1
5年
度
の
労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
の
時
期
で
す
。
送
付
済
み
の
申

告
書
を
保
険
料
を
添
え
て
最
寄
り
の

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
に
て
申

告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
=
5

月
2
0日

問
先
=
都
・
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
部
適
用
課

啻
(
3
8
1
8
)
8
2
3
Q
}

・
足
立
消
防
署
新
庁
舎
完
成
と
移
転

新
庁
舎
で
の
事
務
を
5
月
2
2日
か

ら
開
始
し
ま
す
。
場
所
=
梅
島
2
-
I
-
I

問
先
=
足
立
消
防
署

啻
(
3
8
5
9
)
0
1
1
9

・
消
防
団
員
募
集

対
象
=
1
8
歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

問
先
=
千
住
消
防
署

啻
(
3
8
8
2
)
0
1
1
Q

り

足
立
消
防
署

啻
(
3
8
5
9
)
0
1
1
Q

り

西
新
井
消
防
署

啻
(
3
8
5
3
)
0
1
1
Q

り

映像広報 制作だより

川風に吹かれて水辺を散歩すると、
いつもと違ったまちの姿に気づきま
す。まちを囲む豊かな川が、川沿いの
花めぐりや歴史探訪をいっそう引き
立て、味わいのあるものにしてくれま
す。
今回は、水上バスの走る隅田川と、
スポーツの掛け声が聞こえる荒川の
お勧めスポットを区民レポーターが
紹介します。気候の良いこの季節、み
なさんも出かけてみませんか。

《 広報課》
「情 報キ ャッ チ　 好 き です。 あ だ ち」放 送 予 定

足立コミュニティチャンネル(ケーブルテレビ足立9CH)

□ 5月の図書館休館日…あだち広報4月25日号でお知らせした図書館休館日に次のとおり追加がありました。伊興図書館… 5月19日・21日～28日/梅田図書館…
5月19日　 ※ その他については変更ありません。 問先= 中央図書館 　5813- 3740
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あなた の
相 談 相 手は

民生委員
児童委員

いつも
そばにいます

5 月 1 2日は 「民 生 委員 ・ 児童委員の 日 」

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
の
立
場
で
考
え
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の
が

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
区
内
で
は
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
5
2
6
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
気
軽
に
安
心
し
て
相
談
の
で
き
る
地
域
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
受
け
持
ち
の
地
域
が
あ
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
委
員
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
の

皆
さ
ん
の
近
く
に
い
て
高
齢
者
、
障

害
者
、児
童
問
題
、ひ
と
り
親
家
庭
、

低
所
得
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
か
ら

広
く
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
区
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
連
絡
、
連

携
を
取
り
な
が
ら
問
題
の
解
決
に
向

け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

1
4年
4
月
か
ら
1
5年
2
月
ま
で
に

区
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
1
万
9
6
2
件
、

活
動
日
数
は
延
べ
4
万
8
千
4
5日
、

訪
問
回
数
は
延
べ
2
万
3
千
3
5
0
回
で

す
。
身
近
な
地
域
福
祉
の
問
題
に
広

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲ 車いす利用者の視点で、まちの便利
度を点検

◆
地
域
の
相
談

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
生
活
上
の
悩
み
事
や
心
配
事
な

ど
の
相
談
に
広
く
応
じ
て
い
ま
す
。

◆
情
報
の
提
供

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

を
、
必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
、
利
用
方
法
を
機
会
が
あ
る
ご

と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
福
祉
ニ
ー
ズ
の
調
査

行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と

協
力
し
、
よ
り
よ
い
制
度
の
し
く
み

を
つ
く
る
た
め
に
、
地
域
で
の
福
祉

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
地
域
福
祉
の

代
弁
者
と
し
て
関
係
機
関
な
ど
に
申

し
入
れ
ま
す
。

◆
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
動

多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢

に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
の

生
活
を
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
願
い
を
地
域
で
支
え
あ
う

し
く
み
が
「
足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
で
す
。
民
生
委
員
は
専
門

相
談
協
力
員
と
し
て
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◆
児
童
委
員
の
活
動

民
生
委
員
は
、
全
員
が
児
童
委
員

を
兼
ね
て
お
り
、
児
童
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
児
童
を
取

―
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

い
じ
め
・
虐
待
・
家
庭
内
暴
力
な

ど
様
々
な
児
童
問
題
が
発
生
し
て
い

る
中
で
、
児
童
委
員
は
、
児
童
の
保

護
、
保
健
、
福
祉
に
関
す
る
援
助
や

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児

童
相
談
所
、
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
、
学
校
や
保
育
園
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
協
力
し

な
が
ら
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

◆
主
任
児
童
委
員
の
活
動

主
任
児
童
委
員
は
児
童
問
題
専
任

の
児
童
委
員
で
す
。
近
年
、児
童
を

め
ぐ
る
様
々
な
事
件
・
事
故
が
大
き

な
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
地
域
を
担
当
す
る

児
童
委
員
と
協
力
し
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
児
童
の
健

全
育
成
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

「
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
こ
の
ほ

か
に
も
、
敬
老
祝
記
念
品
の
配
付
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
な
ど
の
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
へ
の
協
力
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
加
入
の
際
に
、無
職
(
無

収
入
)
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
調

査
書
な
ど
、
社
会
福
祉
関
係
の
調
査

書
の
発
行
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

相
談
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
集

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
民
生
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分　

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

風
船
を
　
曲
げ
て
ね
じ
っ
て
　
動
物
作
り

細
長
い
風
船
を
自
由
自

在
に
折
り
曲
げ
て
動
物
な

ど
を
作
る
大
道
芸
を
見
た

方
も
多
い
は
ず
。
小
学
生

を
対
象
に
そ
ん
な
風
船
細

工
の
教
室
が
4
月
2
0日
、

生
物
園
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
作
っ
た
の
は
、

犬
、
ペ
ン
ギ
ン
、
オ
ウ
ム

な
ど
、
ど
れ
も
子
ど
も
た

ち
に
は
身
近
な
生
き
物
た

ち
。
1
本
の
風
船
で
顔
か

ら
胴
体
、
し
っ
ぽ
ま
で
作

っ
て
し
ま
う
講
師
に
、
マ

ジ
ッ
ク
を
見
て
い
る
よ
う

に
、
み
ん
な
見
と
れ
て
い

ま
し
た
。

ピ
ン
と
張
っ
た
風
船
を

ね
じ
る
の
に
、
始
め
は
首

を
す
ぼ
め
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
、
次
第
に
慣
れ
て

き
て
、
笑
顔
で
作
成
。
中

に
は
キ
リ
ン
の
よ
う
な

犬
、
チ
ョ
ウ
の
よ
う
な
ト

ン
ボ
も
あ
り
ま
し
た
が
。

「
風
船
は
丸
い
も
の
ば
か

り
で
は
な
い
」
を
体
感
し

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
夢
も
、
大
き
く

膨
ら
み
ま
し
た

経済財政諮問会議が
足立区を学習

4 月5 日 、竹中経済財政政策・金融担当大臣
をはじめとする経済財政諮問会議のメンバーが
区を訪れ、予算制度をはじめとする様々な施策に

ついて懇談しました。
竹中大臣は、健全な危機感の中で足立区が前向

きに取り組んでいることを、高く評価していまし
た。

▲ 熱のこもった意見交換
がなされました

注意してください

区の職員を装った者が一人　
暮らしの高齢者宅を訪ね、金　
銭をだまし取る事件が起きて　
います。

区の職員や、国民健康保険料・
介護保険料徴収嘱託員が訪問する
場合は、写真が張ってある身分証
明証を携帯しています。

< 注意事項>
1. 必ず身分証明証を確認してく
ださい

2. 不審に思ったら、区役所か最
寄りの警察署へ連絡をしてく
ださい

問先= こくほ年金課/ 介護保険課/

福祉管理課 　3880- 5111 ㈹

千 住 警 察 署 　3879- 0110

西新井警察署 　3852- 0110

綾瀬警察署 　3620- 0110

竹の塚警察署 　3850- 0110

古紙配合率100% 再生紙を使用しています F. K　286, 000


